
　

台
湾
の
中
間
層
は
い
ま
、
崩
壊
の
危

機
に
直
面
し
て
い
る
。二
〇
世
紀
後
半
、

台
湾
は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
輸
出
主
導

型
の
工
業
化
を
達
成
し
た
。
経
済
成
長

は
、
中
間
層
が
分
厚
く
所
得
分
配
の
平

準
的
な
社
会
を
創
り
出
し
た
。
工
業
化

と
と
も
に
生
ま
れ
た
中
間
層
は
、
一
九

八
〇
年
代
以
降
の
政
治
の
民
主
化
の
原

動
力
と
も
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
約
一

五
年
の
間
に
、
台
湾
の
産
業
構
造
は
劇

的
な
変
化
を
遂
げ
た
。
労
働
集
約
型
産

業
が
海
外
に
移
転
し
、
貿
易
面
で
の
中

国
へ
の
依
存
が
進
み
、
台
湾
内
の
就
業

構
造
は
金
融
業
や
ハ
イ
テ
ク
の
電
子
産

業
を
中
心
と
す
る
も
の
へ
と
変
化
し

た
。
脱
・
工
業
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

衝
撃
の
も
と
で
進
み
つ
つ
あ
る
社
会
構

造
の
変
容
は
、
台
湾
の
中
間
層
の
将
来

に
重
大
な
挑
戦
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

●
旧
中
間
層
か
ら
新
中
間
層
へ

　

一
九
八
〇
年
代
以
来
、「
中
間
層
」

は
台
湾
に
お
け
る
政
治
学
、
社
会
学
の

研
究
の
重
点
対
象
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

き
た
。

　

中
間
層
と
い
う
の
は
、
主
に
以
下
の

二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
成
る
概
念
で

あ
る
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
中
小
企

業
の
経
営
者
、自
営
業
者
、職
人
と
い
っ

た
人
々
で
、小
資
産
家
階
級
な
い
し「
旧

中
間
層
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
る
。

第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
専
門
的
な
技
術
者

や
管
理
職
と
い
っ
た
人
々
で
、
た
と
え

ば
職
業
免
許
を
持
つ
会
計
士
、
医
師
、

法
律
家
、
お
よ
び
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
中
規

模
以
上
の
企
業
で
中
間
管
理
職
以
上
の

職
に
あ
る
人
々
を
指
す
。
こ
の
第
二
の

グ
ル
ー
プ
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
「
新

中
間
層
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
台
湾
の
経
済

発
展
の
原
動
力
は
、
中
小
企
業
を
主
体

と
す
る
労
働
集
約
的
な
輸
出
型
産
業
の

拡
大
で
あ
り
、
先
行
研
究
の
多
く
は
中

小
企
業
の
経
営
者
や
自
営
業
者
を
中
間

層
の
主
な
構
成
主
体
と
し
て
と
ら
え
て

き
た
。
し
か
し
こ
の
二
〇
年
の
間
に
、

労
働
集
約
型
の
中
小
企
業
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
中
国
の
珠
江
デ
ル
タ
や
長
江

デ
ル
タ
へ
と
移
転
す
る
一
方
、
台
湾
内

で
は
新
竹
科
学
工
業
園
区
の
企
業
に
代

表
さ
れ
る
ハ
イ
テ
ク
産
業
が
急
激
に
発

展
し
た
。
こ
れ
と
と
も
に
、
台
湾
の
中

間
層
は
構
造
的
な
変
化
を
遂
げ
て
い

る
。

　

筆
者
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
台
湾
の
零

細
事
業
主
と
自
営
業
者
が
就
業
者
数
に

占
め
る
比
率
は
、
一
九
九
二
年
の
二

六
％
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
は
一
六
％
に

ま
で
低
下
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
専
門

職
で
あ
る
技
術
者
、
管
理
職
の
占
め
る

比
率
は
、
二
五
％
か
ら
三
五
％
へ
と
上

昇
し
て
い
る
。
単
純
化
し
て
い
え
ば
、

中
間
層
と
呼
ば
れ
る
就
業
者
の
な
か

で
、
新
中
間
層
が
旧
中
間
層
に
取
っ
て

代
わ
り
、
台
湾
社
会
の
主
流
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

● 

経
済
構
造
の
変
化
と
中
間
層
の

変
容

　

台
湾
の
中
間
層
の
構
造
変
容
は
主
に

以
下
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
産
業
構
造

の
高
度
化
、
な
い
し
脱
・
工
業
化
の
動

き
で
あ
る
。
第
二
に
産
業
の
海
外
シ
フ

ト
、
な
い
し
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も

と
で
の
中
国
と
の
経
済
統
合
の
潮
流
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
変
化
が
絡
み
合
っ

て
、
中
間
層
の
構
造
変
動
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
。

　

中
国
で
は
、
経
済
の
改
革
開
放
と
と

も
に
「
農
民
工
」
と
呼
ば
れ
る
大
量
の

未
熟
練
労
働
者
が
出
現
し
、
こ
れ
が
台

湾
の
労
働
集
約
型
産
業
の
対
中
投
資
を

引
き
起
こ
し
て
、
台
湾
の
就
業
者
に
占

め
る
中
小
企
業
の
経
営
者
お
よ
び
自
営

業
者
の
比
率
の
低
下
を
も
た
ら
し
た
。

政
府
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
五
年

に
は
、
中
小
企
業
に
よ
る
輸
出
額
が
台

湾
の
全
輸
出
額
に
占
め
る
比
率
は
七

六
％
で
あ
り
、
主
な
輸
出
品
は
紡
織
品

や
靴
、
玩
具
等
で
あ
っ
た
。
輸
出
先
に

占
め
る
中
国
の
比
率
は
一
割
に
も
満
た

な
か
っ
た
。し
か
し
二
〇
〇
五
年
に
は
、

中
小
企
業
に
よ
る
輸
出
額
の
比
率
は
一

八
％
に
ま
で
低
下
し
、
大
型
企
業
グ

ル
ー
プ
が
輸
出
の
八
二
％
を
占
め
て
い

る
。
後
者
の
多
く
は
電
子
、
機
械
、
化

学
繊
維
等
の
中
間
財
を
生
産
し
て
い

特 
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る
。
い
ま
や
輸
出
額
の
四
割
が
中
国
向

け
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
中
間
財
は
、
労

働
集
約
的
な
下
請
け
生
産
の
工
程
を
経

て
最
終
製
品
へ
と
組
み
立
て
ら
れ
、
欧

米
諸
国
へ
と
輸
出
さ
れ
る
。

　

産
業
構
造
の
高
度
化
と
い
っ
た
変
化

の
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
急
激
な
拡
大

も
注
目
さ
れ
る
。
台
湾
の
就
業
者
数
に

占
め
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
被
雇
用
者
の

比
率
は
一
九
八
〇
年
代
初
期
の
約
四
割

か
ら
、
二
〇
〇
八
年
に
は
六
割
強
に
ま

で
達
し
た
。
な
か
で
も
金
融
、
物
流
、

不
動
産
と
い
っ
た
セ
ク
タ
ー
の
雇
用
の

伸
び
が
め
ざ
ま
し
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
台
湾
で
は
こ
の
二
〇

年
の
間
に
、中
小
企
業
の
対
外
シ
フ
ト
、

大
型
の
ハ
イ
テ
ク
企
業
の
興
隆
、
サ
ー

ビ
ス
業
の
拡
大
と
い
っ
た
変
化
が
起
こ

り
、
技
術
職
・
管
理
職
を
主
体
と
す
る

新
中
間
層
が
、
中
小
企
業
の
雇
用
主
を

中
心
と
す
る
旧
中
間
層
の
地
位
に
と
っ

て
代
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

● 

困
難
に
な
る
創
業
、

　

価
値
を
失
う
卒
業
証
書

　

台
湾
の
人
々
は
、
中
国
の
改
革
開
放

と
経
済
発
展
と
い
う
上
昇
気
流
を
巧
み

に
つ
か
ん
だ
一
方
で
、
自
ら
の
社
会
が

支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
対
価
を
意
識
さ

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。ま
ず
、

旧
中
間
層
の
没
落
は
、
も
は
や
台
湾
が

か
つ
て
の
よ
う
な
「
創
業
の
島
」
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
経
済
部
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
そ
の

年
に
新
た
に
設
立
さ
れ
た
企
業
の
数
が

全
企
業
数
に
対
し
て
占
め
る
比
率
―
企

業
の
「
出
生
率
」
は
、
一
九
九
二
年
の

一
三
％
か
ら
近
年
で
は
六
％
に
ま
で
下

が
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
廃
業
す
る
企

業
が
全
企
業
数
に
対
し
て
占
め
る
比
率

―
す
な
わ
ち
企
業
の
「
死
亡
率
」
は
、

三
％
か
ら
六
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
ま

た
操
業
中
の
企
業
の
平
均
資
本
金
額
も

同
じ
期
間
に
四
〇
〇
万
元
か
ら
三
三
〇

〇
万
元
へ
と
増
加
し
て
い
る
。「
黑
手

變
頭
家
」（
機
械
油
で
手
を
真
っ
黒
に

し
て
働
く
現
場
労
働
者
が
工
場
経
営
者

に
な
る
）
と
形
容
さ
れ
た
台
湾
の
現
場

労
働
者
の
旺
盛
な
企
業
家
精
神
と
、
階

級
流
動
性
の
高
さ
は
、
い
ま
や
深
刻
な

限
界
に
直
面
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
政
府
に
よ
る
大
学
教
育

の
大
幅
な
拡
充
は
、
被
雇
用
者
の
人
的

資
本
の
向
上
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
結
果
的
に
若
者
の
失
業
率
の
上

昇
と
大
学
の
卒
業
証
書
の
価
値
の
下
落

を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇

一
一
年
末
の
台
湾
の
失
業
率
は
四
・

三
％
だ
っ
た
が
、
青
年
層
の
失
業
率
は

実
に
一
二
％
に
も
達
し
て
い
る
。
二
〇

一
〇
年
の
大
学
卒
業
者
の
平
均
実
質
所

得
は
、
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
金
融
危

機
の
頃
の
水
準
に
ま
で
低
下
し
て
し

ま
っ
た
。

　

総
じ
て
、
産
業
の
対
外
シ
フ
ト
は
、

か
つ
て
は
活
力
に
満
ち
て
い
た
中
小
企

業
の
創
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
根
っ
こ
か

ら
引
き
抜
き
、
企
業
の
大
規
模
化
を
引

き
起
こ
し
て
、創
業
機
会
を
減
少
さ
せ
、

階
級
流
動
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
大
学
教
育
の
拡
張
は
専

門
的
な
人
材
の
供
給
過
剰
を
引
き
起
こ

し
、
高
学
歴
の
若
者
の
失
業
問
題
と

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
現
象
を
生
み
出
す
こ

と
と
な
っ
た
。

●
中
間
層
の
崩
壊
へ
の
不
安

　

新
中
間
層
が
旧
中
間
層
に
取
っ
て
代

わ
る
よ
う
に
な
る
に
従
い
、
台
湾
の
中

間
層
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
引
き
起
こ
す

経
済
的
な
リ
ス
ク
や
社
会
の
不
平
等
化

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
人
々
の
階
級
意
識
や
価
値
観
に
も

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
中
央
研
究

院
が
行
っ
て
い
る
台
湾
社
会
の
変
化
に

関
す
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
自
ら
が
「
中

流
階
級
」
に
属
し
て
い
る
と
考
え
る
人

が
就
業
者
に
占
め
る
比
率
は
、
一
九
九

二
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
間
に
、
四

〇
％
か
ら
三
二
％
へ
低
下
し
た
。「
中

の
下
」、
あ
る
い
は
「
下
層
」
に
属
し

て
い
る
と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
人
々
の
自
由
競
争
に

対
す
る
意
識
を
表
す
質
問
項
目
で
あ
る

「
努
力
す
れ
ば
必
ず
成
功
す
る
」
と
い

う
問
い
に
同
意
す
る
人
の
比
率
が
、
一

九
八
五
年
の
九
一
％
か
ら
二
〇
一
〇
年

の
四
九
％
に
ま
で
低
下
し
た
こ
と
で
あ

る
。
努
力
を
し
て
も
報
わ
れ
る
と
は
限

ら
な
い
と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
我
々
の
研
究
か
ら
は
、

台
湾
の
新
中
間
層
が
失
業
の
危
機
と
所

得
の
低
迷
に
不
安
を
抱
き
、
失
業
し
た

高
学
歴
の
若
者
ら
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

の
人
々
が
社
会
の
不
公
平
さ
に
対
し
て

不
満
を
募
ら
せ
て
い
る
様
子
が
み
て
と

れ
る
。
台
湾
の
中
間
層
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
も
た
ら
す
リ
ス
ク
を
ひ
し
ひ
し

と
身
に
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
り
ん　

ぞ
ん
ほ
ん
／
中
央
研
究
院
社
会

学
研
究
所
助
研
究
員
〔
翻
訳
：
川
上
桃
子
〕）

崩壊への不安 ― 台湾中間層の変容と危機 ―

9 アジ研ワールド・トレンド No.204 （2012. 9）




